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第三者のためにする契約の活用による複合契約における弱者保護

第三者のためにする契約の活用による 
複合契約における弱者保護

加賀山　　　茂
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共同研究：債権法改正を考える

2015/3 

第三者のためにする契約による

債権譲渡の再定義

通常の債権譲渡
第三者のためにする契約を使った

債権譲渡

新債権者 I 対価
（受益者） ／ 闘悟

回 直

わが国に債務引受の規定がない理由（2/3)

旧民法の規定はパーフェクトだった

干渉（債務者の交代）

このように目旧民法では， 2種類の債務引受が実現されている．現行民法の立法者
は，己の点在理解できず，債務者の交代による更改を規定するに留めてしまった。

回目即5~ 圃 l>ct＂~…閣d 圃 耳

第三者のためにする契約による

債務引受の再定義
通常の債務引受

四日帥5 直 圃

第三者のためにする契約による
債務引受

副団

わが国に債務引受の規定がない理由（1/3)
旧民法には規定があった

・ 旧民法財産編第496条〔債務者の交替による更改〕

・①債務者の交替に因る更改は，或は旧債務者より新債務者に為せ
る嘱託［delegation〕lこ因り，或は旧債務者の承諾なくして新債務者
の随意の干渉〔l・in・悼附ntionspontanee〕に因りて行はる。

・②嘱託には完全のもの有り，不完全のもの有り。

・③第三者の随意の干渉［I’interventionspontanee d'un tiers〕は下に
記載する如〈，除約〔novationpar expromission〕又は補約〔simple
adpromission〕を成す。

・ この規定は，ポワソナードが，フランス民法典1274条（現行
民法514条本文に同じ）を参考にしつつも，フランスの学説・

判例によって発展した債務引受の制度（免責的債務引受，

併存的債務引受）を明文化した貴重な条文である。

叫 3/25 [I] 圃 ~ ~ 

わが固に債務引受の規定がない理由｛2/2)
現行民法の起草者による重要規定の削除

・民法514条の立法理由

・立法の趣旨

・本条は既成法典財産編第496条第1項の規定に対当す。

・旧民法の規定の改正（「嘱託」等の重要性を認識できず）

・同条には嘱託［d創匂ation〕，除約［novationpar expromission〕又
は補約［simpleadpromission）の如き新熟語を用いて学理的の説

明を為せども，是れ独り其用なきのみならず，頗る法典の体を失
するものなるを以て，改めて本条の知〈したり。

・第三者の弁済の規定と調和する但書きの追加

・本条の但書は諸国に例なき所なれども既に弁済の規定に於て之
に類似の法文［民法474条Z項〕を設けたるに因り，更改の場合に
も亦之を置きてニ者の権衡を保たんことを欲したり。

初日川25 ~ 圃 ~ ~ 

債務引受の規定の新設

・民法（債権関係）改正案において，債務引受（並存的・免責

的）の規定が新設される。

・ （新設）第470条（併存的債務引受の要件及び効果）

・①併存的債務引受の引受人は、債務者と連帯して、債務者が債権
者に対して負担する債務と同ーの肉容の債務を負担する。

・②併存的債務引受は、債権者と引受人となる者との契約によってす
ることができる。

・③併存的債務引受は、債務者と引受人となる者との契約によっても
することができる。この場合において、併存的債務引受は、債権者が
引受人となる者に対して承諾をした時に、その効力を生ずる。

・④前項の規定によってする併存的債務引受は、第三者のためにする
契約に関する規定に従う。

山帥5 [j] 圃 園出E
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第三者のためにする契約による

保証契約の再定義
通常の保直契約 第三者のためにする契約による

保証契約

山 5 匝E 圃 画圃

契約上の地位の譲渡の規定の新設

・第三款契約上の地位の移転

・第539条の2〔契約上の地位の移転〕

・契約の当事者の一方〔例えば，賃貸人〕が第
三者〔例えば，新所有者〕との聞で契約上の地
位を譲渡する旨の合意をした場合において、
その契約の相手方〔例えば，賃借入〕がその
譲渡を承諾したときは、契約上の地位は、そ
の第三者に移転する。

羽山；； [Ii 圃 画圃
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園幽掴
｜ 販売信用 ｜ 
2015/3/25 置圃 画圃

契約上の地位の譲渡
同一当事者聞の契約で権利と義務を同時に移転する方法の解明

旧貫宜人が権制を譲撞 斬賃貸人が憤曹を引畳け
（通常田慣権譲渡によることで可能） （第三者のためにする契約によることで可能）

量二判昭46目4目23民集25巻3号388頁

貫貰人白地位由譲渡の場合！新所有者に轟務の承継を認めることが賃借入にとって
有利であるからI宣借入の承諾を必要とせず.I目所有者と新所有者岡田契約をもって
これをなすことができる。

，，，抽出直圃 山山町制 画 面

2.第三者のためにする契約による

販売信用の再構成

1.割賦販売とはどのような契約かフ

2. ローン提携販売とは？

3.個別信用購入あっせんとは？

4.消費者が販売店に対して有している抗弁はクレ
ジット会社に対して対抗できるかフ

叫 5 圃圃 圃 匝面

割賦販売と通常の売買との些藍
一歩空位呈立土亜重 一歩＝主量豊亜E

通常の売買契約 割賦販売の基本ユニット

Si皿ultaneousperformance Buy now, pay later. 

＂＇抽出直 圃 圃圃
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割賦販売の基本ユニットの応用（1/5)
ローン提携販売（1）割賦販売？過杢

②偉証人

2015/3/25 ~圃 画 E

割賦販売の基本ユニットの応用（3/5)

クレジット販売（第三者のためにする契約）過杢

2015/3/25 ~圃

・ 閉じ契約でも，
『第三者のため

にする契約』の
構成によると，状
混が変わって〈る．
・ 第1に，割賦販売

も債権売買も同
一当事者聞の契
約となる。
・ 第21＝，個販会社
は，契約当事者
ではなくなる．
・ 算31＝，明文の規
定によって，個販
会祉は，抗弁の
対抗を受けること

になる（量直量劃
法の克服），

困 直

割賦販売の基本ユニットの応用（5/5)
ローン提携販売（3)（第三者のためにする契約）全基杢

叫 3/25 [Al 圃 圃 E

割賦販売の基本ユニットの応用（2/5)

クレジット販売（三当事者契約）過杢

匝E 圃 ~ ~ 

割賦販売の基本ユニットの応用（4/5)
ローン提携販売（2)（三者契約）全基杢

匝E 圃

・ ローン提携販売
を実質的な売主
への融資と考え，
債権売買として
構成すると， Ill
賦販売の一種と
考えることが容
易である．

・ しかし，割賦販
売と債権売買が

別々の契約とみ
なされ，抗弁の
切断幸正当化す
るおそれがある．

~ ~ 

販売信用の展開今蛙

ニ当事者

自社割賦販売
特殊の売買今準消費貸借

（民法588条）

ローン提携販売

三当事者（銀行の介入）

2015帥·~圃

売買と金舗消費貸借の結合今
債権売買，売主の資力担保必須
（民法569条Z項）

~ ~ 
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3.最高裁判例批判

1，平成Z年判決批判

2.平成23年判決批判

血時匝配 圃 画面

割賦販売に関する判例（2/2)
ーシ盆包釜立.tA盈圃1.Ill. 

・ 量三判平23・ 10・25民•654島7号3114頁
・個晶割賦.λあっせんにおいτ．陣入者と原施蝿者との聞の売買契
約が公序良俗に反L鍵鋤とされる岨合で畠っても，
・脹S聖書者とあっ世ん集者との園保田E売集者の立替払損鋤飾信手
観への闘与の肉容Aぴ程庫，医兜謀者の公序良俗に反する行ゐに
ついてのあっせん集者のE・の有鱈Eぴ程度情I~阻らL..,

・ 脹鼻事者による公序良俗r~反する行暑の結果をあっせん軍宥I~帰
せしめ．費買袈的と一体的に立替払興鈎についてもその姐克壷菅定
す晶ことを慣・周l』ニ相当とする特騒の事情があ晶と膏でない限り，
・売買契嗣c"J個の契約である厩入者とあっせん謀者kの聞の立’
払興鈎が纏鋤となる倉地はない．

・｛由民鴨轟．咽官，a量平.判官園周瞳表．判官同恒喜代子．調官
ス・聞..判官．園U>

血晴画面 圃 画面

割賦販売に関する判例（2/2b)
量三割J平23・10・25民集65巻7号3114頁（2/3)

• I•＞こホ磨率件についてみ-61:. 本体.a
開篇省l;t,本件.？世.＜.傷者由阻盟店
Cl＿.，にす曹抗議件－－と本件
•·うせん．宥ど＠岡l己 責卒園柵その他
＠由働な圃舗が.畠ことは.~かがわれ串
‘、．

・ また，観上告人師事件立御u”にa
づq岡R・0支払につ＊＂＇＂~＇屯幽
uヒ＠は轟週間にわた切倒産1!8~圃

皿金＠史書‘.ttllHヒ・ーになヲてからの＝
どで・Y• .$件.ョ.. ん．曹は，＊仲立
・4‘担割－I~，事件揮m，者＠
E克行易且つ色・l≪I皿λ脅から奮，e
の吻幽を量Wたことや公的咽圃かち圃圃
l$れたことも0:酔ョたI:••号＠である．

－圃圃

・これらの事費によれII.土E徳島骨事晴
がある品、号こと肱できず，他に土Ill!・』R
e・傭I~当たるよ容な窃寓もラか'/l<t吋も

念日．じたがって 本件亮買罰的が傘”
a俗に昆L・識で.ることによY.本体
重，．払貝摘が猿島に怠ると傭すペ~も＠
で儲怠《目随よ告人依田本件.....もeゐ.
有の示掴λ句E畠る土告人l三却し，本停車
．払鍵・~Cl幅勧告・闘として，本件... 
金＠浬週壇場抽6己主1~·でーない．

圃圃

割賦販売に関する判例（1/2)
今2包乏~量虚血1.ll2 

－ ・三朝平・2'2・21珊タ百＂＇坦 R，朝時世田骨百 ......思ん省・・・・aか島田周λ酎之..可
置 車置白亀主g臨む也、‘・・＂＇＂，‘ ...... 岨1：刻
日 臨網棚園風泊。信制輔出下『伽品 敏晴E崎艇に掛企悼に融制$も、

’宥」品、苦.＞1>•Uマ“慮”’脅からIOI
．審刷用す‘こ匙亀岡陶・畜健λす‘・：.•~ ・w量邸宅Sて，事政E慣においてほI
’＇＂＂＇圃 ... λ倉...鍋Ut圃m・4’ ~CIJI闘 ・・λ・F之原i.a，台＠圃・....鯛衡が廠禽a・
盟店健闘に信引い•. 禽事省に，tc・て園『晶伶金銅1・ 宥＠蘭晶引鵬贋．＠平順府警’E関＆して・酒B
a盛ー値盆・‘c.•ん省都．宮司eん書省l::J・b ・－暁’合可，，.，て私鳳λ書と島q色ん
可＇J).ffAu.e騎＠労・’‘・約す・仕包ゐ＠ a，企＠冊。卑”‘鋼柑：1・いて，かか・・e
・品調－λゐq世制定．慎蝿に肱.JJ・.，. .，＿，.省治堵S省＠思腎・＂＇＂＂＇縛喝酋
働．保守8・＆民入者島。せゐ象書岡＠立・晶 ＠伶舗＠合曾が・・Cl!'.xは・9せん象省に
興a・と慮A’·•寵a・聞＠”R闘備を・・4匡 BいてIUI..... 宮本居帽に星＆－＜－
ず“et'・るから． 知相場C＜肱，u・4’可E・砂＇°＂回忌＂＂＂＇’‘
・・・・・－・・舗に’修復園練1：・..: ’＇＂＂＇怠 E有平畢符＠・・Ho噴き...... 帽I：・・
.陪膏思し骨晶、企Lても，JU’”’，.＿＿. 札“時信a鳳』ヒ相・どす‘’岨園0・幡
圭巴I引喝事耐をもョて当岨＝‘’せゐ幾・にa・ ’‘枇盆哲郎咽” ‘λ宥が右tt・・・
量旬己雌胃郁、生時ぺ軒削 h官官管ゐ副＠温情事輔~担
町一 ・ ・s‘噛＠と・す....が相舗を....・幅男年－締．【臥下『‘;EllJ品吻．》L
よる臨..，細田珊瑚同咽岨•01tt ・岨幅削・U 融制・ H 幽
fl:. ．網， A京車z・暢曹圃・・開

週明富画 圃 画面

割賦販売に関する判例（2/2a)
量三判平23・10・25民集65巻7号3114頁（1/3)

• (1]・晶圃鼠臆λ.....せん陰回忌備にl;t,
別個＠鍵鋤圃備である厩入者k醐R’
λ4・2せん象者【以下『＂包ぜん舞書店
L可．】と＠聞＠立・‘a・I:園入者I:
－－と＠圃Cl!l!K蝿掴i11慢とす
るも＠可！＆るから蘭鍾ーが唖量的寓
置陶｛司，．な圃舗r:aることfま否定し相．
な机としても 田λ・8唖宜興剖上生じ
ている事由をもヲて量処に＆？it~·
に鮒執する己とほ守曾ない品市ペ書で.. 
M， 圃眠障JBll3°*4>•’1却l«I掴直凪
店舗~. JI).”E・＠・a・＊＇＂’剛 λ宥に
奮いて，，.圃抽土生じている’歯をあョ
せん．宥に対抗し事・6乙とを術企に－
同副据かなら0:••（愚直鯛羽田＂m・10目白骨平成浬鞄月四国節三
小S食器調...・輔翁毘••s・・1引E••>. 
舗酬＝面画 圃

・ -t号すると目．晶訓且鳳λ.......んl"#
日司r.aλ者i:a聾.者と＠聞＠曹買慢
曲折鈴修良備に且し畿圏と魯れる暗合菅
島て2ても 臨兎．者1:11>？信－賓と＠
圃偏目u織智«Ill:・•u岨’晒字．
内＠圃与4J向暑忌tAIJIE彊象•«＞
・p，良悟I~する宥2・についてCllr>？信
ゐ鍾書CIR・回4・・Ji(.q・a・に•f>
C,Il!Ht：よ＆公＂血相乙 Eする骨
2・e拍車種~っせん禽宥~せしめ，由

買契値と一体曲に立”払民”についても
そ＠鋤:tiを膏定す..ζどを..’！土相当
どす帥殿由．情......措守齢、酎，
..調駒!:JI伺＠揖駒で・u厩λ宥I:
．ヨ世ゐ$者1:1>闘の.！！：•I‘興摘が線
”となる・Ill館怠志、＂＇・する＠剖咽過で・6.
画面

割賦販売に関する判例（2/2c)
最三事J平23・10・25民集65巻7骨3114頁（3/3)

・臥上』r圃°＂＂・ a・E桐酎乙ii，刷換
諜t~山晶~＝官網野
鮎S鑓既日1_.,...... ，岬嗣． 

盟山圃圃

・ したが9て，上毘”旗串、ずれも揖却
Cit・，.判＂陪 E当でるから蜘也
磁車修分I：令it値上告A骨量障を轟却
1"-<1!'"で・ii.
・ 怠菰上告人は厚咽＂申上告人＂＇＊件

Z提君主智昆藷：~：-t:.主
が，H＞畢圃を－＂色・置を 11凶l...o:
E岱r.•~1こ関向上耐軒柿

・ 話、組;Ji~－蜘闘で，掠
・ ＜•判晶.判官層調E払平.判官
固庫睡去叡判官岡傭喜代子鼠
判官文書聞.・判官寺田建
llll 

画 面
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第三者のためにする契約の活用に
よる複合契約における弱者保護
個別信用購入あっtん＠『節三者のためにする興紬」I：：よる再構Jilt

ご清聴ありがとうございました。

血時匝配 圃 画面


